
漢検２級テスト 解

1 終日、機会が[稼働]している。 かどう ア

2 両者の[角逐]に終止符が打たれた。 かくちく イ

3 長年かけて[培]ってきた技術だ。 つちか ウ

4 [沼沢]にアシが生い茂る。 しょうたく エ

5 薬の広告を見て天来の[福音]と思った。 ふくいん オ

6 近頃売れ行きが[渋]ってきた。 しぶ 1 払底 エ
2 需給 イ

1 署内で一、二を争う[ウデキ]きの刑事だ。 腕利 3 抑揚 イ
2 [エリ]を正して話を聞いた。 襟
3 耳にするのも[ケガラワシイ]話だ。 汚らわしい 1 裏

4 熱帯魚が[モ]の間を泳ぐ。 藻 2 軟

5 再会の喜びに[ホウヨウ]を交わした。 抱擁 3 徹

6 宿敵に負けて[クヤ]しい。 悔
1 朝三(   ) 暮四 ウ

1 横柄 謙虚 2 (   )万里 雲泥 イ
2 率先 追随 3 (   )断行 熟慮 ア
3 払暁 薄暮

ウ
朝三暮四(ちょうさんぼ
し)

1 祝福 慶賀 イ
雲泥万里(うんでいばん
り)

2 計略 策謀 ア
熟慮断行(じゅくりょだ
んこう)

3 調停 仲裁
正 誤

1 苦 駆
2 豊 抱
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次の漢字のよみを記せ。

次のカタカナを漢字に直せ。

同じような意味の漢字を重ねたもの。

反対または対応の意味を表す字を重ねたもの

上の字が下の字を修飾しているもの

下の字が上の字の目的語・補語になっているもの

市の博物館で、展示物が従来より美しく映えて見える、先進的な技術を苦使した
照明方法が採用された。
宇宙に長期滞在して帰還した飛行士が、自分の体験を生かして日本の宇宙開発に
貢献したいと豊負を述べた。

上の字が下の字の意味を打ち消しているもの

以下の熟語下記のア～オのどの構成にあたるか。

次の漢字の対義語を記せ。

次の漢字の部首を記せ。

四時熟語の(   )に入る漢字を記せ。
また、下から意味を選べ。

次の漢字の類義語を記せ

衣（ころも）

車(くるまへん・くるま)

彳(ぎょうにんべん)

以下の文の間違っている字を記し、正しい漢字に直せ。

目先の違いにこだわり、こ
とがらの本質を理解しない
こと。比較にならないほど大きな
差異のこと。
よくよく考えた上で、思い
切って実行すること。


